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	 生命の分子集積システムをお手本として、複雑性と階層性を内在させた高機能物質群を創出していくた

めには、外部エネルギー消費と分子集積化が直接連動する非平衡超分子システムの構築が必須である。光

照射や化学反応などの定常的なエネルギー供給がつくりだす非平衡条件下において多様な超分子形成を

達成させようとする試みが近年活発に行われるようになってきている1,2。分子構造や化学的性質に関係な

く、あらゆる分子を標的として階層を縦断した分子組織化を達成するための方法論の開拓が急務となって

いる。 

	 こうした背景の中、我々はマイクロチャンネル内の流れを利用して、従来のボトムアップ型分子集

積をトップダウン的に制御されたフロー空間内で展開する新たな階層性分子集積システムを提案し

てきた3。これは、アボガドロ数分子集団の相加平均を扱うこれまでの溶液化学から脱却して、マイ

クロ空間を通過する全分子の振る舞いをピコリットル空間に分割して正確に理解・制御しようとする

試みである。これまで、①迅速かつ均質な溶媒拡散による分子間相互作用の瞬間的なON/OFF制御、②

それによる精緻なマイクロ構造体の創製および③分子集積ダイナミクスの空間制御など、マイクロフ

ロー空間による新たな超分子制御の可能性を簡単なモデル分子を用いて実証してきた。マイクロフロ

ー空間に沿って分子集積のダイナミクスを精密に制御することにより、従来の溶液プロセスでは不可

能であったユニークな超分子構造の創製が可能となっている。本講演では様々なパイ共役系分子や高

分子の集積化をモデルとして、マイクロフロー空間における分子間相互作用の精密制御にスポットを

当てながら、最近の当グループの成果を中心に報告する。	
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